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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

11

感
謝
込
め
大
型
テ
レ
ビ
寄
贈

 

稲
枝
ク
が
文
化
セ
ン
タ
ー
に

パ ス で お 得 に 観 光 を
 慶 雲 館 な ど 1 4 施 設 参 加

初代藩主・直政の書状
 城 博 物 館 が 寄 贈 受 け 展 示

曳
山
４
基
、
そ
ろ
り
と
交
代

 

博
物
館
で
収
蔵
・
展
示

　

観
光
施
設
を
回
れ
ば
回
る
ほ
ど

お
得
に
な
る
「
長
浜
お
で
か
け
パ

ス
ポ
ー
ト
」
を
長
浜
観
光
協
会
が

販
売
し
て
い
る
。
23
年
９
月
30
日

ま
で
。

　

１
５
０
０
円
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を

購
入
す
れ
ば
、
参
加
す
る
同
市
内

の
主
要
な
14
の
観
光
施
設
に
自
由

ん
だ
。

　

続
い
て
24
年
の
出
番
山
の
春
日

山
（
か
す
が
ざ
ん
）、青
海
山
（
せ

い
か
い
ざ
ん
）
、
諫
皷
山
（
か
ん

こ
ざ
ん
）
、
月
宮
殿
（
げ
っ
き
ゅ

う
で
ん
）
が
順
に
各
山
蔵
か
ら
運

ば
れ
、
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。

　

同
じ
日
に
市
中
心
部
で
開
催
さ

れ
た
「
長
浜
き
も
の
大
園
遊
会
」

に
参
加
し
て
い
る
着
物
姿
の
観
光

客
も
曳
山
と
一
緒
に
写
真
を
撮
影

す
る
な
ど
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で

い
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

彦
根
市
稲
枝
地
区
の
社
会
奉
仕

団
体
「
稲
枝
ク
ラ
ブ
」
（
大
西
和

弥
会
長
、
35
人
）
が
９
月
29
日
、

地
元
の
市
立
み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ

ー
に
液
晶
テ
レ
ビ
（
55
型
）
と
設

置
台
を
寄
贈
し
た
。

　

市
議
や
商
工
業
、
農
業
関
係
者

ら
で
組
織
す
る
同
ク
ラ
ブ
は
１
９

７
８
年
に
発
足
。
「
郷
土
に
感
謝

を
し
よ
う
」
「
お
互
い
の
知
性
を

よ
り
高
め
よ
う
」
「
善
意
を
郷
土

に
さ
さ
げ
よ
う
」
な
ど
五
つ
の
信

条
を
掲
げ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
彦
根
城
の
世
界
遺
産

登
録
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
研
修
会
▽
和
田
裕
行
市

長
の
施
政
方
針
講
演
▽
広
場
の
除

草
作
業
▽
ビ
オ
ラ
の
プ
ラ
ン
タ
ー

を
配
布
す
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
▽

福
祉
施
設
で
の
ガ
ラ
ス
拭
き
▽
園

児
を
招
い
た
人
形
劇
公
演―

―

に

取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
地
区
内
の

４
小
中
学
校
に
は
行
事
用
テ
ン
ト
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、
デ
ジ
タ
ル
身

長
体
重
計
、
レ
ー
ザ
ー
光
源
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド

な
ど
を
寄
贈
し
て
い
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

に
入
場
で
き
る
仕
組
み
（
１
施
設

１
回
の
み
）
。
有
効
期
間
は
利
用

開
始
日
と
そ
の
翌
日
の
２
日
間
。

慶
雲
館
の
長
浜
盆
梅
展
な
ど
通
常

料
金
よ
り
も
高
い
人
気
企
画
展
に

も
追
加
料
金
な
し
で
入
れ
る
。

　

対
象
施
設
は
、
ほ
か
に
ヤ
ン
マ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
曳
山
博
物
館
、

海
洋
堂
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
黒
壁
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す

れ
ば
市
内
43
カ
所
の
店
舗
・
施
設

で
割
引
な
ど
の
特
典
が
あ
る
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
非
接
触
型
入
場

シ
ス
テ
ム
。
カ
ー
ド
版
は
長
浜
駅

観
光
案
内
所
や
入
館
対
象
施
設
、

道
の
駅
な
ど
で
販
売
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

デ
ジ
タ
ル
版
の
購
入
も
で
き
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
で
、

昨
年
同
様
に
曳
山
巡
行
は
見
送
ら

れ
た
。

　

２
０
２
３
年
の
出
番
山
の
翁
山

　
　
　
　
　

（
お
き
な
ざ
ん
）
、

　
　
　
　
　

孔
雀
山
（
く
じ
ゃ
く

　
　
　
　
　

ざ
ん
）
、
萬
歳
樓

　
　
　
　
　

（
ば
ん
ざ
い
ろ
う
）、

　
　
　
　
　

常
磐
山
（
と
き
わ
ざ

　
　
　
　
　

ん
）
を
各
山
組
の
若

　
　
　
　
　

衆
が
慎
重
に
同
博
物

　
　
　
　
　

館
収
蔵
庫
か
ら
引
き

　
　
　
　
　

出
し
、
力
を
合
わ
せ

　
　
　
　
　

て
自
町
山
蔵
ま
で
運

井伊直政が戦国時代に送った書状と
石黒務の解説文＝彦根城博物館提供

沿 道 で 振 袖 姿 の 人 も 見 守 る
中 、 山 蔵 に 向 か う 常 磐 山

　

長
浜
曳
山
ま
つ
り
の
曳
山
を
４

基
収
蔵
し
て
い
る
長
浜
市
元
浜
町

の
同
市
曳
山
博
物
館
で
10
月
９
日
、

曳
山
の
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
。
新

長 浜 お で か け パ ス ポ ー
ト （ カ ー ド 版 ） の 見 本

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
大
型
テ
レ
ビ

の
目
録
を
手
渡
す
大
西
和
弥
会
長
（
右
）

　

彦
根
藩
初
代
の
井
伊
直
政
（
１

５
６
１
〜
１
６
０
２
年
）
が
戦
国

時
代
に
送
っ
た
書
状
が
彦
根
城
博

物
館
（
彦
根
市
金
亀
町
）
で
展
示

さ
れ
て
い
る
。
井
伊
氏
と
婚
姻
関

係
に
あ
っ
た
酒
井
三
郎
右
衛
門
尉

に
あ
て
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
ど
酒

井
氏
の
子
孫
か
ら
寄
贈
を
受
け
た

と
い
う
。
12
月
６
日
ま
で
。

　

書
状
は
巻
物
で
縦
16
・
６
㌢
、

横
82
・
３
㌢
。
直
政
は
酒
井
か
ら

手
紙
や
サ
ケ
を
も
ら
っ
た
こ
と
に

対
し
お
礼
を
述
べ
、
煩
（
わ
ず
ら
）

い
が
治
っ
た
の
で
下
向
す
る―

―

と
い
っ
た
内
容
を
書
い
て
い
る
。

年
代
不
詳
だ
が
、
日
付
は
９
月
28

日
と
な
っ
て
い
る
。

　

巻
物
に
は
１
８
９
０
（
明
治
23
）

年
に
旧
彦
根
藩
士
の
石
黒
務
が
書

い
た
解
説
文
も
装
丁
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
期
以
降
、
酒
井
氏
は
井
伊
家

の
家
臣
と
な
っ
た
が
、
客
分
と
し

て
厚
い
待
遇
を
受
け
て
い
た
こ
と

が
書
か
れ
、
書
状
は
直
政
の
直
筆

に
間
違
い
な
い
と
し
て
い
る
。
同

博
物
館
入
場
は
一
般
５
０
０
円
、

小
中
学
生
２
５
０
円
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】


